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は じ め に

メルマガ79号'で「物件費の最圃上」について概要を説明しました。今回のメルマガで

は、支出実績の傾向に触れながら、具体的に取組の状況を見ていきたいと思います。

デジタル化

令和5年度予算2では、情報システム関連経費が大幅に増額され、物件費予算の中で引き

続きトップを占めています。

みなさんの周りでも、デジタル化に向けたディスプレイの整備やLAN回線の増設など、

徐々に事務処理環境の変化を感じているのではないでしょうか？

例えば、主計課では・・・

みなさんにも導入されたM365の活用に併せて、

1．資料を視認しやすいようにディスプレイ用モニターアームを整備
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2．既存のLAN配線をハブを使ってミーティングテーブルまで延長

3．ミーティング用の外付けスピーカーを購入

するなどして、デジタル化に向けた執務環境の整備に取り組んだ結果、

1．各種会議や打合せ等でのWEB会議の積極的な活用

2．予算関係資料等の電子データ化による保管スペースの最適化

が進みました。
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その効果として．‘

このような変化は何も主計課だけで進んでいるわけではなく、全国的にもデジタル化に向

けた環境整備のために、この2年間で約3億円程度の予算がデジタル関連の備品や消耗品に

活用されています。必要なところに必要な予算を振り向けるという点では「物件費の最適化」

でいうビルドの取組が進んでいる状況であり、その効果は支出実績にも表れ出しています。
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これは、PPC用紙の購入・印刷製本費に関する経費の実績です。物価の上昇傾向が進んで

いるにもかかわらず、裁判所全体で減少している状況です。デジタル化の取組を更に進める

と、紙ごみの廃棄処分料や複合機の保守経費等の低減効果も今後期待できます。

庁舎の維持管理に必要な経費

庁舎維持管理等経費

メルマガ76号3（5ページ目）でお知らせして以来の引き続きの取組になりますが、令

和4年度実績でも経費上昇の抑制に成功しました。これにより予算を計画どおり使用するこ

とができ、さらに最適な予算配分を進められる大きな成果となっています。
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この取組は、各庁の管理担当者を中心に、執務環境の維持に影響のない範囲で、調達の工

夫を徹底する等尽力した結果です。こういった取組が一定の効果を上げていることが、上記

のデジタル関連消耗品等の未来への投資に繋がっている側面があります。各種の見直しに際

しては、裁判所全体の問題として、ぜひご協力をお願いいたします。
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光熱水料の実績額の推移
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一方で、光熱水料については世界情勢等の影響で増加しています。省エネルギーに向けた

取組を継続しつつも、来庁者や職員の健康へ直ちに影響するものであることから、増加分が

他の経費に影響を及ぼさないよう、経理局としても特に重点的に予算措置をする必要がある

と考えています。

まとめ

今回は、支出実績の傾向に触れながら、「物件費の最適化」について考えてみました。



予算の晟逓を配分を莞窮するにば、デジタル仏のよう凌表表への種凌ぎ（撹資）とげ…

鐸理雑費の上昇〃御のような地道な耽誼といった両嚇の撰討が不可次ですし、怒理局や会

計罰汚だけで考えていれば莞現でまるものでばあり麦せん。

未来の裁判所のためにどこに予算をかけるべきかという点についてば、列き続き、みなさん

のアイデアもいただきながらともに考えていければと思ってい麦式 ．

今回は試行的にMicrosoft Swayを使って情報発信をしました。

このスライドは以上で終了です。起動しているウェブブラウザを閉じて終了してください。


